
 

 
 

 

一 

 
 

 

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
四
十
八
条
の
う
ち
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
二

項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
項
中
「
事
項
」
の
下
に
「
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事

項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
五
十
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
改
正
規
定
中
『
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
に
』
の
下
に
『
改
め
、

「
拡
大
し
て
い
る
」
の
下
に
「
中
で
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
自
ら
決
定
す
る
権

利
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
」
を
加
え
』
を
、
『
並
び
に
」
を
』
の
下
に
『
、
「
配
慮
し
つ
つ
、
」
の
下
に
「
個

人
情
報
を
保
護
し
、
も
っ
て
」
を
』
を
加
え
る
。 

 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
目
次
の
改
正
規
定
中
「
第
四
款 

審
査
請
求
（
第
百
四
条
―
第
百
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
第
四
款 

審
査
請
求
（
第
百
四
条
―
第
百
七
条
） 

条
）
」
を
「
第
百
六
条
」
に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

を 

「
第
百
八
条
」 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
五
款 

条
例
と
の
関
係
（
第
百
八
条
） 

 
 

」 

「 

」 

「 

」 



 

 
 

 

二 

 
第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
六
十
九
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
十
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

二 
行
政
機
関
等
が
そ
の
保
有
個
人
情
報
を
利
用
し
な
け
れ
ば
法
令
の
定
め
る
所
掌
事
務
又
は
業
務
の
適
正
な
遂
行
に
著

し
い
支
障
を
及
ぼ
す
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
他
に
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
方
法
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
保
有
個
人

情
報
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
で
利
用
す
る
と
き
。 

 
 

三 

他
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
保
有
個
人
情
報
を
提
供

す
る
場
合
に
お
い
て
、
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
が
当
該
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
な
け
れ
ば
法
令
の

定
め
る
事
務
又
は
業
務
の
適
正
な
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
他
に
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
方

法
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
者
が
提
供
に
係
る
個
人
情
報
を
当
該
事
務
又
は
業
務
の
適
正
な
遂
行
の
た
め
に
必
要

最
小
限
度
の
範
囲
で
利
用
す
る
と
き
。 

 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
七
十
五
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
二
項
」
を
「
一
項
」

に
改
め
、
第
五
項
を
削
る
。 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
百
七
条
第
一
項
」
を
「
第



 

 
 

 

三 

百
七
条
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
百
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
百
七
条
第
二
項
」
を
「
第
百

八
条
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
中
「
第
百
七
条
第
一
項
第
二

号
」
を
「
第
百
七
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
五
章
第
六
節
中
第
百
二
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

中
第
百
二
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
条
例
と
の
関
係
） 

 

第
百
二
十
九
条 

こ
の
法
律
の
規
定
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
機
関
又
は
そ
の
設
立
に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
が
保

有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
し
、
地
域
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
て
、
条
例
で
必
要
な
規
定
を
定
め
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

第
五
十
一
条
中
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
百
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
五
章
第
四
節
第
四
款
中
同
条

を
第
百
七
条
と
し
、
同
款
の
次
に
一
款
を
加
え
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



 

 
 

 

四 

 
 

第
百
六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け

る
手
続
等
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
第
五
章
第
四
節
第
四
款
中
同
条
を
第
百
七
条
と
し
、
同
款
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。 

 

第
百
八
条 

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係

る
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
政
令
（
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
あ
っ
て
は
、

条
例
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
条
の
規
定
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
十
一
条
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
百
六
条
第
二

項
の
表
第
九
条
第
四
項
の
項
中
「
第
百
七
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
七
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
個
人
の
氏
名
の
平
仮
名
又
は
片
仮
名
に
よ
る
表
記
に
関
す
る
検
討
）
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
移
動
端
末
設
備
用
署
名
用
電
子
証
明
書
等
の
発
行
に
関
す
る
検
討
） 

第
七
十
四
条 

政
府
は
、
第
四
十
九
条
に
よ
る
改
正
後
の
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業

務
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
移
動
端
末
設
備
用
署
名
用
電
子
証
明
書
及
び
同
法
第
三
十
五
条
の
二



 

 
 

 

五 

第
一
項
に
規
定
す
る
移
動
端
末
設
備
用
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
番

号
カ
ー
ド
用
署
名
用
電
子
証
明
書
及
び
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
用
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
の
発
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
第
四
十
九
条
の
規
定
の
施

行
の
日
後
一
年
以
内
を
目
途
と
し
て
そ
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
法
制
上
の
措
置

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 


